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• 銀河外縁部はmerger history等の階層的構造形成の情報を残してい
ると考えられ、outer diskやstellar haloの観測が多くなされてきた。

• 近傍ではSDSS fiberデータによってr~100kpcに渡るHα輝線が検出さ
れているが、遠方ではまだ例が無い。

• HSC-SSP NB921のflux excessデータからz~0.4 Hα(+[NII]) 輝線天体を
選択し、stackingによりHα画像とcontinuum画像を作成。

• r>30kpcまで広がる成分を初めて検出。
• 物理的起源の解明には多色データの情報やシミュレーションと
の比較が必要。

z~0.4銀河外縁部でのHα輝線を初めて検出。

Hα、continuumそれぞれを
3成分でprofile fitting.

- bulge成分：gaussian

- disk成分：exponential

- halo成分：power law

Fig2: Hαとcontinuumのradial profile。Mediumとhigh mass sampleで
はbulge + disk成分だけでは説明できないHαとstellar continuumが同
じように外側まで広がっているのを (z~0.4で) 初めて確認。
→outer diskやhaloの星 (hot young starsとold stars) によるものか？

Power law slopeは近傍銀河よりもflatterだがS/N的に議論は難しい。
(haloは30kpcを境にしたbroken power lawだという研究もある。)

Fig 4: PAを揃えてstackingした画像でのHα radial profile。極軸方向に
大きなHαを確認。Outflowによるものかもしれないが、haloの寄与も
考えうる。

Fig 3: SFR(Hα) radial profile。下段は全成分に対するpower law成分の
寄与。外側ほどpower law成分が卓越している。


